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（１）審議概観

第200回国会において、本委員会に付託

された法律案はなかった。

また、本委員会付託の請願２種類14件

は、いずれも保留とした。

〔国政調査〕

11月14日、令和元年台風第19号による

除染廃棄物の大型土のう袋流出事案への

対応状況、米国のパリ協定脱退の正式通

告による影響、他府県から海岸に流れ着

いた災害廃棄物撤去の責任の所在及び財

政支援の在り方、清掃工場の浸水対策を

行っていない自治体への財政支援の必要

性、令和元年台風第19号等に係る災害廃

棄物処理経費に関し補正予算による対応

の必要性、プラスチックの焼却処理が気

候変動対策に逆行していることへの懸念、

再エネ海域利用法に基づく協議会に環境

省が能動的に関与する必要性、東京オリ

ンピック・パラリンピックにおける資源

循環の取組に向けた環境大臣の認識等に

ついて質疑を行った。

12月５日、災害対応における自衛隊と

の連携強化策、原子力災害時の自主避難

者発生抑制策、海洋プラスチックごみの

中で最大の割合を占めるペットボトル対

策の在り方、太陽光発電設備に係る環境

影響評価法に基づく環境大臣の意見の在

り方、厚手のレジ袋を有料化の対象とす

る必要性、食品業界の３分の１ルール改

善のため省庁間で連携する必要性等につ

いて質疑を行った。

（２）委員会経過

○令和元年11月12日(火)（第１回）

理事の辞任を許可し、補欠選任を行った。

環境及び公害問題に関する調査を行うことを

決定した。

○令和元年11月14日(木)（第２回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

令和元年台風第19号により流出した除去土壌

等の大型土のう袋の回収状況等に関する件、

令和元年台風第19号等による災害廃棄物処理

への支援の在り方に関する件、米国のパリ協

定脱退の正式通告による影響等に関する件、

洋上風力発電導入に当たっての環境省の役割

に関する件、東京オリンピック・パラリン

ピックにおける資源循環の取組に関する件等



について小泉環境大臣、佐藤環境副大臣、石

原内閣府副大臣、 木環境大臣政務官、加藤

環境大臣政務官及び政府参考人に対し質疑を

行った。

〔質疑者〕

三木亨君（自民）、宮沢由佳君（※）、青木

愛君（※）、浜田昌良君（公明）、片山大介

君（維新）、伊藤岳君（共産）、寺田静君（無）、

平山佐知子君（無）

○令和元年12月５日(木)（第３回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

災害廃棄物処理に係る国の支援に関する件、

原子力災害対策における防護措置の在り方に

関する件、レジ袋有料化の制度設計に関する

件、太陽光発電設備の崩壊事故防止に係る基

準強化に関する件、食品ロス削減に向けた取

組に関する件等について小泉国務大臣、更田

原子力規制委員会委員長及び政府参考人に対

し質疑を行った。

〔質疑者〕

青木愛君（※）、浜田昌良君（公明）、片山

大介君（維新）、伊藤岳君（共産）、寺田静

君（無）、平山佐知子君（無）

○令和元年12月９日(月)（第４回）

請願第137号外13件を審査した。

環境及び公害問題に関する調査の継続調査要

求書を提出することを決定した。

閉会中における委員派遣については委員長に

一任することに決定した。


